
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際交流キャンプの教育的意義について 

塾長 野﨑 左武英 
のびのびにおけるキャンプの教育的な意義は、学校教育とは全く異なった面

を有しています。 
キャンプ教育に 180年以上の歴史を持つアメリカ・カナダといった北米先進諸国
では、小学生以上のたいていの子どもたちが、長期夏休みを利用して、各地で
開催される 1～2 週間程度のサマーキャンプに参加します。学校が知識習得の
場であるのに対し、知らない子ども同士が生活を共にするキャンプは『人間力
育成の場』であると考えられています。『人間力』とは、勇気・自立性・社会性・
コミュニケーション能力・リーダーシップといった『生きる力』のことです。 
のびのび国際交流キャンプは、キャンプ教育の先進国アメリカのキャンプをモデ

ルとして、29 年前にスタートしました。長い歴史の中で数々の改良と改革を重
ね、現在では 6 つの領域での体験教育、①自立と協調性②英語体験 ③異
文化体験④自然体験⑤テーマ体験⑥リーダーシップ・フォロワーシップ体験を
目的として企画、実施されております。2017 年度のびのび教育テーマは「忍耐
力を持とう」です。このテーマを具体的に落とし込んだ内容が、今回のキャンプの
ストーリーコンセプト『Game on! To the success～忍、忍、忍 忍耐はゴールへ
のパスポート～』です。誰でも夢が簡単に実現できるわけではありません。多か
れ少なかれ、障害という壁が待っています。「忍耐力を持って」この障害を乗り
越えようとしなければ夢は叶いません。忍耐力とは「やりとげる力」ということもで
きます。今回のサマーキャンプでは、色々な経験を通じて参加したキャンパーた
ちに忍耐力の大切さを理解していただこうと考えております。 
のびのび国際交流キャンプは、【体験教育の宝庫】を自負しております。今

年度も参加される少年少女の心の中に熱い思い出をお届けできるよう、スタッ
フ一同精一杯の努力を惜しまない所存です。多くの参加者を心よりお待ちして
おります。 

 

 

 

⑤テーマ体験 
2017 年の教育テーマ「忍耐力を持とう」

に基づき、いろいろなことに挑戦し、楽しみ

ながら擬似体験することで、発見や達成

感を味わいます。アクティビティの中に学

びの要素も満載です。 

②英語体験 
お友達や外国人・日本人カウンセラーと、 

生活の中で英語を「使う」3 日間。 

「Hello！」と挨拶したら、ハイタッチ！ 全

身で英語を表現します。もちろん、キャンプ

で使う英語を学ぶなど、わからなくてもOK！ 

③異文化体験 
外国人・日本人カウンセラーと同じ部

屋で寝泊まりをします。外国文化を肌で

感じ、体験することで、自分が日本人で

あることや日本文化を再認識し、国際

人として羽ばたいていく基礎を築きます。 

 

 

④自然体験 
広大な森の中に飛び出し、大自然の

空気を肌で感じながら活動することも、

貴重な思い出になります。 
マイナスイオンをたくさん浴びて、リフレ

ッシュ！ 自然の素晴らしさも感じます。 

①自立と協調性 
親元を離れ、学年を超えたキャンプという

社会の中で、子ども達は色々なことを学び

大きく成長します。仲間と協力したり、何で

も自分でやることを目標とする２泊３日は、

毎回心の成長を感じられます。 

⑥ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ･ 

ﾌｫﾛﾜｰｼｯﾌﾟ体験 
キャンプ中は、約 15 名の学年混合チー

ムで活動します。高学年のリーダー・サブリ

ーダーが中心となり、年少の仲間のケアを

し、また、低学年を含む各学年で研修を

行い、それぞれの立場でできることを考え、

行動します。チーム皆で協力し、お互いに

尊重しあえる人間力を養います。リーダー

を目標にするキャンパーたちも多くいます。 

のびのび国際交流キャンプの目標のひとつに、お子さまの

自立があります。大人の手を借りずに何でも自分でやって

みることが自立への第一歩です。その為、普段ご家庭でお

子さまに対して行われているサポートが必ずしもこのキャ

ンプでも同様に行えるとは限りません。その点をご理解の

上、寛大な気持ちで見守って頂ければと思います。 

のびのび国際交流キ
ャンプでは、こんな
体験ができます！ 

高萩教室・中 2・R.S様 

旭教室・小 1・H.Y様 ひたち野牛久教室・小 1・Y.O様 

旭教室・年長・R.Y様 

新治教室・年長・M.S様 


